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　７月17日㈬、埼玉グランドホテル本庄にて、
児玉地区保護司会と児玉地区更生保護女性会共
催による「社会を明るくする運動講演会」を開
催しました。
　講師には、長野県にある日本で唯一の刑務所
内の公立中学校桐分校の教官を35年間にわたり
務めた、角谷敏夫先生にご講演いただきました。
塀の中の中学校で学び卒業していった生徒へ送
るメッセージなど、教育に対する熱い想いを語っ
ていただきました。

　７月22日㈪・23日㈫、遺跡の森総合グラン
ドにて、美里町ソフトボール連盟の夏季ソフト
ボール大会が開催されました。
　梅雨空を吹き飛ばすかのような、各チームの
選手たちによる熱い戦いが繰り広げられました。
　23日の決勝戦は、木部チームと南阿那志チー
ムが激突！攻守が噛み合った木部チームが勝ち、
見事優勝の栄冠を手に入れました。

木部チームが優勝！
美里町ソフトボール夏季大会

優　勝：木部チーム
準優勝：南阿那志チーム

社会を明るくする運動

社会を明るくする運動講演会
を開催しました

協力を呼びかけ街頭パレードを実施しました
　７月１日㈪、社会を明るくする運動
強調月間と青少年の非行・被害防止特
別強調月間にあたり、保護司会・更生
保護女性会ほか関係団体の皆さんが、
恒例の街頭パレードを実施しました。
　青少年の犯罪や非行の防止と、更生
の支援など啓発活動を行い、町内を巡
回して協力を呼びかけました。
　また、「愛の募金運動」には、こころ
よくご賛助いただきまして、誠にあり
がとうございました。皆さまからいた
だいた募金は、更生保護施設への助成
や更生支援の資金として大切に使わせ
ていただきます。

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）
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す
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と
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２
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翌
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５
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れ
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５
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れ
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翌
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③
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績
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。
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回
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。
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